
理

由

少
年
審
判
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
一
層
の
保
護
を
図
る
た
め
、
一
定
の
重
大
事
件
の
被
害
者
等
が
少
年
審

判
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
創
設
、
被
害
者
等
に
よ
る
記
録
の
閲
覧
及
び
謄
写
の
要
件
の
緩
和
等
を
行
う
ほ
か
、
成

人
の
刑
事
事
件
に
よ
り
適
切
に
対
処
す
る
た
め
、
そ
の
管
轄
を
家
庭
裁
判
所
か
ら
地
方
裁
判
所
等
へ
移
管
す
る
等
の
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


